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1 、は じめに

　黒 々 として艶 の ある地 色に 白い 絣模 様が際立 っ 、

本 場 奄 美大 島紬 （以 下 、奄美 大島紬 ）の 泥 染大 島

紬の 技法 は 、明 治 10 年 の 大島紬 自由取 引開始以

降 、繰 り返 された不 況 の 度 に 産 地 の 方 々 が 取 り組ま

れた 、新技術 の 開発 研究 に よるもの で ある。

　奄 美大 島紬 は紬 と称 す るが 、絹 練撚 糸を用い た

絹 織物で あり、紬 織 物 で はな い 。従 っ て 糸そ の もの

には際立 っ た特徴 がなく、締機 （織締 め）によっ て絣

糸 を作る こ と、そ の 糸 染 にテ
ー

チ 木 染 と泥 染とを併

月1す るこ となどが大 きな特徴 に なっ て い る。本 稿 で は

そ れ らの 制 作技 法 に 加 え、一一．・
元 （ひ ともと）と呼 ば れ

る経絣糸 の 紀 列 に つ い て 紹介す る。

2 ．奄 美大 島紬 の 歴史

　奄美 における養蚕 の 歴 史は 古 く、奈 良朝 （710 〜

793 年）以 前 に遡 る。奈 良東大寺や正 倉院の 献 物

帳 に 「南 島から褐色紬 が献 上 された 」との 記 録が残さ

れ て お り、この 褐色 紬 とは 、当時 本 土 で 行 われ て い

た 占代 染色 の 梅 染、桃 染 の 技 法 が奄 美 に伝えられ 、

奄美 に生植するテ ーチ 木 （車 輪梅）、チ ン 木 、フ ク木

な どの 草 木 を用 い て 染色 された物 で 、後 の テ ーチ 木

泥 染め の 源流をなすもの と推 測され て い る。

　奄 美 大 島紬 の 起源 に っ い て は 諸説 があり定か で

はな い が 、琉球 の 久米島紬伝来説 が有力 とされ て い

る。江 戸時代初期 の 奄美大 島紬 は 、真綿か ら紡 い

だ手 紬 糸 を植物 染料で 染め 、居 坐 機 （い ざりばた）

で 織 っ た無地 又 は縞布で あっ たと思われる 。 享 保年

間 （1716〜1736）には手 括りの 絣紬 が盛 んに織られ 、

薩摩 藩 へ の 上 納 品 とされ 、島民は着用 を禁止 されて

い た。

　 奄 美 大 島紬が 商品 として 生 産 され るようにな っ た

の は 明 治以 降 の こ とで 、明治 13 年 、染 色 が テ ーチ

木泥染 め に統
一

された。

　明治 28 年頃か ら原料糸 は練玉 糸 へ と変わ り（大

正 10 年 頃に は 本絹糸 となる）、明治 30 年 には高 機
へ移 行 、40 年 には、手 括りによる絣出しか ら締機 に

よる織 絣法を開発し、繊 細 で 鮮 明 な絣 の 、泥染 大島

紬 の 生産 が可 能 とな っ た。

3 ．制 作技法

　製 造 工 程 （表 1）の うち 、以 下 の 特徴 的な技法 に

つ い て 記す 。

1）締機 （織締 め）： 絣括り作業 。 締機 に木綿 糸を経

に 張り（上糸 と下糸 ）、緯に絹糸を通 して堅く締めな

がら織り上 げる（図4）。こ れを絣筵 （図 5）とい い 、1枚

で 10cm 程織られる。経の 木綿糸が括り糸 の役 目と

な る。絣 筵 の まま染 色す ると、締め られ た 部分が 白く

残 る u2

）染色 ：

  テ
ー

チ木 （車 輪梅 ）染 め 3 回

  E 灰水 浸 け 1 回 の 後 、水 洗 い し、脱水

　  、  を 5〜7 回繰 り返 し、

  泥染め 1 回 の 後 、水 洗 い し、空 気中で 酸化させ る

　この   〜  を
一工 程 とし、3〜5 回繰 り返 す e

テ ーチ 木の タン ニ ン 酸 と泥 の 鉄 分 とが化 合 して 、糸

は柔らか くこなされ 、独 特 の 渋 い 黒 褐色に染め 上 が

る。

  テ
ー

チ木 染め ；樹 齢 2〜30 年 の テ
ー

チ 木 ⊂年 輪 を

増す ほどタン ニ ン の 含有量が多くなる）が 効果 的。幹

や根 を細かく砕 き、大きな釜 で ユ2 時 問位煮 出 し、テ

ー
チ木 の 小 片を取 り出し、

一
晩置 い て 水 分 を蒸発 さ

せ た後 、再 び煮 詰め る。この 煎 液 を別 の 容 器 に少 し

ず つ 取 り、絣莚や地 糸を浸し、丹 念 に 揉 み込 ん で 染

め る．
一

反 分を染め る の に テ ーチ木 は 2〜30 キ ロ 必

要 。 テ
ー

チ木染は 約 80 回繰り返され る。

  石灰 水 浸け ；絣筵や地 糸 は 、ある 程 度まで 染料を

吸収す ると吸 収 率が 悪 くな るた め、石 灰 水 に浸 け、

吸収率を戻す。

  泥 染め （図 3）；絣筵や地 糸 を泥 水 に漬け、揉み 込

む。泥 水 をくぐらせ て は絞 り、浸 けて は揉 む。奄美特

有 の 況 田 は 山間 に点在するが、t の 粒 予が微 細で

鉄分 を含 ん で い る 泥 田 が適 して い る。こ の 泥染 は 糸

を傷めず 、 柔 らか い 風 合を出す効 果もある。
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3）経絣 糸 の 配列 （図 D ： 現在 市場 に流 通 してい る

物 の 多くは 、経絣糸 が 1 本 の 物で カタス と呼 ばれる 。

こ れ に対し、経絣糸が 2 本並んだ物 は
一

元と呼 ば

れ 、 絣模様 が くっ きりと浮 か び ヒが る（図 2）。

4 ．おわ りに

　産 地 原料を使 用 し、全 て 手 作業 による製造 工 程

で 、柔 らか くし っ か りとした地 風 を生 み 、深 い 黒褐 色

を染 め 上 げる奄美大 島紬は 、日本を代表 する伝 統

的 工 芸 品 で ある。産地 に伝 わ る、絣模様 を鮮 明に

織 り出す方 法 として
、 経絣 糸を 2 本 並 べ る、とい う配

列法 は、締機 や製織 の 工 程で 手 間が倍か か るた め 、

現在取り入 れ て い る機屋 は 少 ない
。

図 2．奄 美 大 島紬 （部 分〉

図 1 ．経 絣 の 配 列
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図 3 ．泥染 め

1．図案の 作成 ： 絣柄 の 図案を作り、方眼紙 に書きかえ

　る L，

2、生糸 の 精練準備 ： 管返 し、管巻き 、 撚掛け 、 揚返 し。

3．精 練 ： ソ
ーダ石 鹸を用 い て煮 沸処 理 をし、生 糸 の 表

　面を覆 っ て い るセ リシ ン などの 不 純物を除去 する。

4．糸 の 選 別 ： 絣の 図案 に従 っ て使用 量を決 め 、経絣

　糸 、経地 糸 、緯絣糸 、緯 地 糸 の 4 種 に分 ける。地糸は

　工 程 8 に移る。

5．整経 ： 絣 の 図案 に 合わせ て 、絣糸 にす る経 糸と緯糸

　を 、 必 要 な長さと本 数を整える。

6．糊張 り； 糸 を保 護 し扱 い やすくするため に糊 を付 け

　る。糊 は 産 地 の ふ の りとイギス を混合 したもの 。

7．締機 （織締め ）： 絣括 り作業 。 （本文 中参 照 1））

8，染 色 ； 産地 原 料 の テ ーチ 木 （車 輪 梅）染 め と泥 染

　め 。 （本文 中参照 2＞）

9．絣筵解き： 括 られ て い る部分 の 木綿糸を切る。

10．水 洗 ： 汚れなどを落 とす rt

11，経 糸の 準備 ： 経絣糸 は 仕 ．h 糊付 けし、絣柄 に合 わ

　せ て 配列 を決 め （本文 中参 照 3）〉、粗筬通 しをす る。

　さらに 別 に準備し た経地 糸 と合わせ て 機 に掛 け、綜

　 絖 通 し、筬通 しをす る。

12．緯 糸 の 準備 ： 緯 絣 糸 、緯地 糸は 管巻きし、抒 に 入

　 れ て おく。

13，製織 ： 全 て 手 織 で 高機 で 織られる。緯糸 を通し、筬

　 を打 ち込 みなが ら、絣 柄 を合わ せ て 織り上 げる。7cm

　 程 織 り込 ん で は 経 糸 をゆるめ 、絣 の ズ レ を 針 で
一

本

　
一

本調整 する の で 、 時 間がかかる。一反 を織 り上 げる

　 び）1こ 40　臼イ立：g

14．検反 ； 織幅、長さ、絣 の 揃 い 具合 、織キズ の 有無な

　 ど 20 項 目を検査 し、合格すれ ぼ証紙 が貼られ市場 に

　 出 荷される。特 に 泥 染 は 反 物 の 端 を切 っ て 、入 念 に

　 化 学 検 査 が 行 わ れ る。

図 4．締機

表 1．奄 美大 島紬 の 製 造 工 程
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